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北海道新時代 #02★ 　令和 ６ 年 ３ 月12日、 ９ 期目となる北海道総合開発計
画が閣議決定されました。
　北海道は、全国に10年先んじて進む人口減少や広域
分散型社会という課題を抱えており、地域経済の活性
化やコミュニティの活力維持が困難となっていくこと
が懸念されます。同計画の推進に当たっては、多様で
豊かな地域社会の形成に向けて、国内外との関係人口
の創出・拡大等による活力ある地域コミュニティを実
現するため、人への投資と多様な人材・主体による共
創を図ることとしています。

＜はじめに＞
　当局では、同計画を立案・推進する上で、北海道の
経済・社会動向を的確に把握する必要があることから、
道内の産業構造及び産業間の相互依存関係を計量的に
明らかにする基礎資料として「北海道産業連関表」を
昭和30年表からおおむね ５ 年ごとに作成しています。
　当局は、学官の交流活性化と連携強化を図るために
環太平洋産業連関分析学会（PAPAIOS）に入会して
おり、本イベントは、北海道経済や地域づくりに関心
のある大学生を対象に、経済分析スキルを身につける
機会を提供し、北海道の未来を担う人材の育成を目的
として、同学会と共催しました。
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用事例として、今年開催された大阪・関西万博や過去
にプロ野球チームがリーグ優勝した際の経済波及効果
について紹介しました。

3 �　第 2 部　　Fビレッジがもたらす北海道への経済
波及効果推計

⑴　班別検討 令和 ７ 年度のFビレッジの経済波及効果推計
　人々の消費行動がどれほどの経済効果を生みだし、
どの産業部門にお金が落ちるのかなど、北海道ボール
パークＦビレッジを事例に、実際に経済波及効果を推
計する体験をしてもらいました。前提条件となる観光
客数や消費単価を班別に検討・推計し、最終需要額を
推計後、当局のＨＰにて公表している「経済波及効果
分析ツール」を使用して経済波及効果を推計しました。

⑵　発表
　設定する前提条件の差によって、各班ならではの視
点が結果に表れていま
した。ある班からは中
長期的効果とリスクと
して、今後の持続的な
波及や投資回収問題等
の指摘もありました。

～各班の推計結果～

＜国土交通省北海道開発局・PAPAIOS共催
　地域連携セミナー

～データで読み解く北海道経済ワークショップ～＞

１　開会挨拶
環太平洋産業連関分析学会　会長　　石川 良文　氏

　産業連関分析は、ノーベル経済学賞を受賞している
歴史ある手法であり、経済構造
や波及効果分析ができます。産
業連関分析を今回実際に手を動
かして体験することで、今後、
分析ができる社会人へ成長され
ることを願います。

２ 　第 １部　産業連関表に関する講演
⑴　産業連関表から読み解く北海道経済

　　国土交通省北海道開発局開発監理部開発計画課
　　　髙橋　美穂

　白衣の天使で知られているナイチンゲールが、実は
統計学者でもあったという事例を用いながら統計の重
要性について説明した
後、産業連関表の見方や、
全国と比較した北海道の
産業構造について紹介し
ました。

⑵　経済波及効果はどう測るのか
　　～産業連関表の活用事例紹介～

近畿大学短期大学部　教授　　入江 啓彰　氏
　経済波及効果の推計方法をはじめ、産業連関表の活

日　　時：令和 ７ 年10月 ４ 日（土）
　　　　　　　　　　11：00 ～ 16：00
場　　所：エア・ウォーターの森
共　　催：環太平洋産業連関分析学会（PAPAIOS）
後　　援：北海道
参加人数：19名
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⑶　講評
近畿大学短期大学部　教授   入江　啓彰　氏

　最終需要の想定値設定により、各班の結果にバラツ
キが生じたことに触れながら、経済波及効果を高める
には、人数の増加や消費単価を上げることが考えられ
るものの、需要と供給のバランスを考慮することも重
要です。

札幌大学地域共創学群　教授　武者　加苗　氏
　同じツールを使用しても、前提条件を変えることに
よる結果の変化に、分析の面白さを学生が理解できた
と思います。また、「値上げが悪い」、「経済波及効果
は大きい方がよい」といった曖昧な考えではなく、推
計データに基づいた政策提言や事業計画を提案するこ
とが重要です。

⑷　閉会挨拶
国土交通省北海道開発局開発監理部開発計画課

課長　松永　明博
　今回、産業連関表というツールを通して、現実の産
業構造の中でどのような動きが生じるのかを体験的に
理解できる機会となったと
思います。
　今後の経済ニュースを読
み解く新たな視点や将来の
キャリアを考える上で活用
いただけることを期待しま
す。

⑸　アンケート結果 
　参加者のアンケート結果では、友人・知人等に勧め
たい、今後の学習や研究に役立つと思ったという回答
が ９ 割以上でした。

＜北海道産業連関表について＞
⑴　北海道産業連関表の概要
　令和 ８ 年 2 月10日に「令和 ２ 年北海道産業連関表」
を公表しました。
　産業連関表とは、ある地域経済において一定期間（通
常 １ 年間）に行われた財（原材料等）及びサービスの
産業部門間取引を一つの行列（マトリックス）に示し
た統計表です。
　産業連関表を縦（列）方向にみると、各産業部門が
生産活動に要した財及びサービスの購入費用である中
間投入と、生産活動により新たに付加された価値であ
る粗付加価値に分類され、生産するために必要とした
原材料等及び粗付加価値の費用構成がわかります。
　また、横（行）方向にみると、各産業部門に原材料
等として消費される中間需要と、消費、投資及び輸移
出からなる最終需要、輸移入に分類され、生産物の販
路構成がわかります。
　昨年度、全国版の令和 ２ 年産業連関表（総務省）が
公表されましたので、それを基に令和 ２ 年北海道産業
連関表を作成しました。

左側：武者教授、右側：入江教授

■ 国土交通省北海道開発局・PAPAIOS共催地域連携セミナー　～データで読み解く北海道経済ワークショップ～ ■
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～産業連関表の構造～

⑵　令和 ２ 年北海道産業連関表の結果概要
○道内生産額は36.2兆円（前回比1.7％増加）
○�粗付加価値額（雇用者所得や営業余剰等）は21.2

兆億円（同2.7％増加）
○総需要額は45.0兆円（同0.3％増加）
○�域際収支は全体では2.2兆円の輸移入超過であるも

のの、第 １ 次産業では、合計0.4兆円の輸移出超過

⑶　北海道産業連関表の活用
　「北海道産業連関表」を用いることにより、北海道
経済の構造分析、各種政策の経済波及効果分析を行う
ことが可能であることから、地方公共団体、大学、各
種研究機関等においても幅広く活用されています。
　主な活用方法である経済波及効果とは、ある産業部
門に新たな需要が生じた場合、その需要を満たすため
に対応する関連産業に影響を及ぼす効果がわかります。

～経済波及効果のイメージ～

～経済波及効果の活用事例～
活用事例 活用機関

○北海道観光経済波及効果 （公財）北海道観光
機構

○�中国による日本への渡航自粛
要請が道内経済へ与える影響
の試算

（株）道銀地域総合
研究所

○�Rapidus株式会社立地に伴う
道内経済への波及効果

（一社）北海道新産
業創造機構

※北海道開発局調べ

　当局では、比較的簡易な方法で経済波及効果を算定
することが可能な「経済波及効果分析ツール」や、北
海道内の自治体など向けに産業連関表を作成・活用で
きる「小地域（市町村向け）産業連関表作成マニュア
ル・ツール」をＨＰに公表しています。

＜おわりに＞
　統計は、事実に基づいた判断を支える重要な基盤で
す。正確な統計を作成し、適切に活用することで、政
策や業務の質を高め、社会に対する説明責任を果たす
ことができます。今後も、信頼性・透明性を重視しな
がら、統計の力を最大限に活かしていける機会を提供
していきます。

出典 ： 総務省
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